
そ
ん
な
に
過
保
護
に
し
な
い
で
ノ

ー
ね
た
き
り
老
人
言
作
戦

、

■
す
こ
や
か
な
社
会
づ
く
り
県
民
運
動

な
が
い
み
つ
あ
き

永
井
光
明
さ
ん
（
兵
庫
県
保
健
環
境
部
地
域
保
健
課
長
）

ノ

国
民
の
四
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
る
な
ら
ず
に
す
む
の
で
す
。

と
予
測
さ
れ
て
い
る
二
十
一
世
紀
の
Ｈ
本
。
こ
の
よ
う
な
超
〃
お
年
寄
り
は
大
切
に
“
と
い
う
意
識
が
、
反
面
で
は
ね
た

高
齢
社
会
に
備
え
、
兵
庫
県
で
は
『
す
こ
や
か
長
寿
大
作
戦
』
き
り
を
作
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
す
」
と
、
こ
の
運
動

を
展
開
し
て
い
る
。
中
で
も
、
こ
の
作
戦
の
一
環
『
ね
た
き
を
推
進
す
る
兵
庫
県
地
域
保
健
課
長
の
永
井
さ
ん
。

り
老
人
ゼ
ロ
作
戦
」
は
、
ね
た
き
り
老
人
を
な
く
す
こ
と
を
県
で
は
、
ね
た
き
り
予
防
マ
ー
其
ア
ル
を
作
成
中
と
の
こ

目
指
し
た
県
民
運
動
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
と
。
．
ま
た
、
七
月
に
は
『
ね
た
き
り
老
人
晴
ロ
推
進
本
部
』

「
平
均
寿
命
が
伸
び
る
と
ね
た
き
り
老
人
が
増
え
る
こ
と
が
設
置
さ
れ
、
ね
た
き
り
老
人
ゼ
ロ
に
向
け
た
具
体
的
な
対

は
仕
方
が
な
い
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
ね
た
き
り
鰍
予
防
で
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
運
動
を
全
県
的
な

き
る
し
、
直
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
、
も
つ
も
の
に
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
九
月
一
十
八
冊
に
は
赤
穂
市
で

と
皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
『
ね
た
き
り
老
人
ゼ
画
作
戦
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
を
開
催
、
現

れ
た
き
り
と
な
る
原
因
は
、
骨
折
と
脳
卒
中
が
多
い
の
で
在
、
そ
の
参
加
者
を
広
く
幸
般
か
ら
募
っ
て
い
る
ｃ

す
が
、
ま
ず
、
そ
れ
を
予
防
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
も
し
ね
老
人
が
生
き
が
い
を
待
っ
て
懲
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
家

た
き
り
と
な
っ
て
も
、
病
院
で
の
早
期
リ
ハ
ビ
リ
や
家
庭
に
族
や
地
域
が
．
体
と
な
り
、
一
人
ひ
と
り
が
情
熱
を
持
っ
て

帰
っ
て
の
リ
ハ
ビ
リ
の
継
続
に
よ
っ
て
体
を
動
か
す
こ
と
が
知
恵
を
出
し
合
い
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
二
十
一
世
紀

大
切
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
障
害
が
残
っ
て
も
ね
た
き
り
に
へ
の
〃
》
」
こ
ろ
豊
か
な
″
長
寿
社
会
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



⑦

i善悪：護ろ 〃

Ｖ

。

醤

！

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



し

F､１

ｂ

／ 、

ロマンティックな北野の
式場を選びました。

….､撚鍵鍵議顎一駒..＝

、､‘：／ 画

北野プラザ
( チャペル内部）
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何
画

レシタルブティック

ず
っ
と
夢
見
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い
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の
こ
の
日
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エリ擬ベス
ざ

、

岡本店蛮0 7 8 - 4 1 3 - 0 4 4 8
三宮店公0 7 8 - 3 3 1 - 3 2 5 8

本店／神戸市中央区三宮町２－６－４ミカミビル
窟078-331-8894(代）

フォーマルウェア＆ウェデイング
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可

蕊、
〃
郡
駒
型

１
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畢

●いま､ 見つめたいこと●
ホテルシェレナカルチャー･ リレー
C ＵＩｊｒＵＲＥＲＲＩＡＥＹ

＝､ 毎国凸

■

、 ノ

蝿

H H O T E L C H E R E N A
6-Z-LZ，ＭＯ[oma亡hi-dori,Chuo-ku･

Kobe,Japan
o78-371-3333

乱

宮本輝尋し…､ クハ' ~ 宮…' 卿竺､ ‘' ' へ､ ］" １，' . ‘' ､ …~ ハ' ~ ー' 。三枝成彰
｢文学における恋Ｊ瀬締め切り宮本輝９月17日、三枝成彰９月30日(当日消印有効）「‘90年代日本の選択」

開場嵐６: 3 O P M 朋演■７: 0 O P M 会場■ホテルシエレナ2 F 大ホール

しなやかな知ｦ 求f 人たちへ。億5 0 0 名様ご招絢

1 0 . 4ド鰹認f ;縮:識灘織綴懲譲鍵1 0 . 1 6：凸b 訂■■■■ . ■ＦＢ■■ . ■ U ＡＪＬ二号宅少も■■■一

たいこと｣がテーマの鋼滅会ですもあなたの｢知｣をl I 1 j i R k する日澄選ん公
ご参加ください。

申L 込み方法

官製ハガキに参加ご希望の講演者輔､ 住所､ 氏名､ 年齢､ 恥案､ ご
制伴新力I ある場合はその方のお名１W をご記入のうえ､ 〒6 5 O 神戸市
中央区元町通6 丁ロ2 稀1 2 号｢ ホテルシエレナカルヂヤー･ リレー係Ｊ
までご応募〈だきぃ｡ 抽選のうえ､ 招待状をお送りいたしま夷
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挙式･ 披露宴 ご予約･ お問い合わせは
ご予約受付中／ (０７９８)２３－３３１１
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明日の夢一愛と出会し

= 三毛ﾛ

､ のスペース

一
．
語

一

け

謬雲 ヨーE三匡盟神iiJL会館
握一…ＩＫＵＴＡＪＩＮＪ１ＹＡＫＡＩＩ《ＡＮ
‘国｡茎腫B)Bgl-BｼS5．三ﾉ宮駅西出口山側歩いて1分
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1 i一旦１－雲Ｉｌ
ＴＥＬ(078)621-3410/691-0333駐車場完備
ＦＡＸ（078)641-5700

Ｉ

今
。
Ｉ
Ｂ
ｒ
Ⅱ

＄

パーティー、ご会合、展示会、同窓会などにも
ご利用下さい。

函Ｏ１２０－１５－Ｂｅ５５
市営地下鉄｡ 高速鉄道長田駅下車すぐ

、

ｈｒ

！

． おごそかな挙式
心に残る披露宴

○彬作ｸ員”ﾗ〃<環g p／
誠ﾉEテの教会を‘ｦfｱ ﾉじ,に
' じ, のこもった手づく〃の
ウェブーィンク徴銅を
お, 房けし茎すｂ

チャペルウェディング
オリジナルウェディング

ﾄ ウエデイング

溌劉
今からでも秋のウェディングが間に合います。

ご予約、お問い合わせは

〒65O神戸市中央区下山手通2丁目13-13ｸﾛﾜｯｻﾝピﾙ5FTELO78(322)1000(代）
E 画O 1 2 0 - 1 5 - B S 5 5
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ﾔｰｰ鍛患

灘

１
１１３
１

田村芳晴さん

★
グ
ル
メ
デ
ィ
ア
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ⅶ

近
づ
く
″

食
（
グ
ル
メ
）
が
生
活
の
中

で
最
も
新
し
い
情
報
（
メ
デ
ィ

ア
）
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、

愛
称
を
「
グ
ル
メ
デ
ィ
ア
」
と

名
づ
け
ら
れ
た
「
神
戸
グ
ル
メ
。

フ
ェ
ア
」
も
今
年
で
４
回
目
を

迎
え
る
。

今
回
は
、
神
戸
を
代
表
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
・
料
亭
に
有
名
ゲ

ス
ト
を
招
い
て
の
食
談
会
「
グ

ル
メ
・
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
に
加

え
、
食
品
づ
く
り
の
最
前
線
を

訪
ね
る
「
神
戸
グ
ル
メ
・
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
・
ツ
ア
ー
」
の
二
つ

を
主
催
行
事
と
し
て
開
催
す
る

鍵の
を
は
じ
め
、
「
カ
フ
ェ
・
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
・
イ
ン
神
戸
」
や

「
グ
ル
メ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
」
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

ｏｊＷｂｅ
Ｂ尼a ｋ

蕊

麻鳥千穂さん

蝿騨篭露鴬

睡依

上島達司さん

生
田
神
社
で
、
ち
ょ
っ
と
面
白

い
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
舞
踊
家
、
サ

ル
ド
ノ
・
ク
ス
モ
と
竿
曲
の
沢

井
一
恵
の
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
木
ｌ
魂
よ

せ
」
だ
。
主
催
は
生
田
前
筋
商

店
街
振
興
組
合
。
「
と
に
か
く

一
人
で
も
多
く
の
人
に
参
加
し

て
欲
し
い
」
と
〃
人
集
め
″
に

奔
走
し
て
い
る
の
が
萩
原
コ
ー

ヒ
ー
店
代
表
の
田
村
芳
晴
さ

ん
。
地
域
活
性
化
の
一
環
と
し

て
取
り
組
ん
だ
催
し
だ
が
、
「
少

し
時
代
の
先
を
行
く
コ
ン
サ
ー

ト
」
に
な
る
と
内
容
的
に
は
自

信
を
見
せ
る
。
「
問
題
は
ど
れ

だ
け
の
人
が
来
て
く
れ
る
か
で

す
」
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
実
は

無
料
。
「
絶
対
に
お
見
逃
し
な

く
」
と
田
村
さ
ん
。
招
待
券
は

小
誌
編
集
部
に
も
あ
り
ま
す
。

け
て
き
て
、
私
に
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
も
の
で
す
ね
」
と
語

る
の
は
、
宝
塚
歌
劇
団
・
花
組

で
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
と
し
て
活
躍

し
、
数
多
く
の
音
楽
賞
も
受
賞

し
て
い
る
麻
鳥
千
穂
さ
ん
。

こ
の
如
月
、
宝
塚
バ
ウ
ホ
ー

ル
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
。

「
懐
し
い
宝
塚
に
戻
っ
て
、

も
う
一
度
皆
さ
ん
に
聞
い
て
も

ら
え
る
こ
と
が
幸
せ
で
す
」
と

ほ
ほ
え
ん
だ
。

予
定
し
て
い
た
、
月
⑫
日

（
士
）
午
後
６
時
半
か
ら
と
過
日

い
る
。開

催
に
あ
た
っ
て
神
戸
グ
ル

メ
・
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
の
上

島
達
司
委
員
長
は
、
「
ど
う
か

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
ご
参

加
頂
き
、
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
の
食

の
世
界
を
見
て
、
聞
い
て
、
触

れ
て
、
感
じ
て
、
そ
し
て
大
い

に
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
」
と
、

意
欲
的
だ
。

☆
麻
烏
千
穂
さ
ん
リ
サ
イ
タ
ル

「
宝
塚
歌
劇
団
を
退
団
後
、

結
婚
し
て
、
お
母
さ
ん
に
も
な

り
ま
し
た
が
、
歌
は
ず
っ
と
続

Ｉ我

電碩

蕊

謬

若柳吉金吾さん

に
意
気
込
ん
で
い
る
。

チ
ケ
ッ
ト
は
５
千
円
。
お
問

い
合
せ
は
、
若
柳
吉
金
吾
の
会

琶
０
７
８
（
３
４
１
）
６
８
３
２

ま
で
。

☆
一
歩
時
代
の
先
を
行
く

〃
生
田
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
″

９
月
配
日
（
日
）
夜
７
時
か
ら

団
の
高
瀬
浩
幸
さ
ん
と
共
に
若

柳
さ
ん
が
舞
踊
を
披
露
す
る
。

「
男
女
の
炎
の
よ
う
な
恋
、

生
き
ざ
ま
な
ど
、
心
の
中
に
ひ

そ
ん
で
い
る
も
の
を
踊
る
こ
と

が
出
来
た
ら
」
と
、
公
演
を
前

☆
若
柳
吉
金
吾
さ
ん

５
回
目
の
リ
サ
イ
タ
ル

日
本
舞
踊
の
若
柳
吉
金
吾
さ

ん
が
９
月
記
日
、
「
燃
え
る
恋

〃
ボ
レ
ロ
〃
の
詩
」
と
銘
打
っ

た
第
５
回
リ
サ
イ
タ
ル
を
神
戸

国
際
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
く
。

今
回
は
、
５
部
か
ら
成
る
リ

サ
イ
タ
ル
の
う
ち
タ
イ
ト
ル
に

も
あ
る
よ
う
に
、
第
３
部
の
〃
ボ

レ
ロ
〃
が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

演
出
・
植
田
紳
爾
、
装
置
・
石

阪
春
生
と
い
う
豪
華
な
顔
ぶ
れ

に
加
え
、
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ

（
日
）
午
後
３
時
か
ら
の
公
演
は

既
に
売
切
れ
。
加
月
娼
日
（
日
）

午
後
担
時
か
ら
追
加
公
演
が
決

ま
っ
た
。

お
問
い
合
せ
は
、
千
穂
の
会

密
０
７
８
（
７
４
２
）
０
８
２
３

宝
塚
友
の
会
サ
ロ
ン
密
０
７
９

７
（
８
５
）
６
８
０
１
ま
で
。
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の
頭
文
化
園
に

行
き
た
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

森
の
中
の
動
物

園
と
し
て
オ
シ

ド
リ
千
羽
の
放

い
い
／
ボ
ク
ン
チ
の
ポ
メ
ラ
ニ
ア
ン
（
東

者
ド
イ
ツ
の
ポ
メ
ラ
ー
ー
ァ
地
方
原
産
の
小
型

鐸
犬
）
位
だ
よ
／
」

雫
園
児
た
ち
が
し
ゃ
が
み
こ
む
と
、
六
頭

掴
の
フ
ェ
ネ
ッ
ク
が
近
づ
い
て
、
園
児
を
ぺ

露
ロ
ペ
ロ
な
め
る
ば
か
り
の
も
い
た
。
折
角

の井
の
こ
と
だ
か
ら
と
、
カ
メ
ラ
を
近
づ
け
た

賜雫
ら
レ
ン
ズ
を
ペ
ロ
ペ
ロ
や
っ
て
く
れ
た
の

あ林
に
は
感
激
。
し
か
し
、
こ
れ
は
恩
賜
井
の

評
頭
文
化
園
で
の
こ
と
で
あ
る
。５

「
ま
あ
可
愛
い
い
／

翌
日
の
幼
児
教
育
サ
マ
ー
カ
レ
ッ
ジ
特
別
講
演
の
た
め

の
上
京
だ
っ
た
が
、
も
う
ひ
と
つ
目
的
が
あ
っ
た
。
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
４
頭
の
成
育
ぶ
り
と
、
神
戸
か
ら
嫁
入

り
し
て
い
る
ア
シ
カ
の
〃
勝
子
〃
に
面
会
す
る
た
め
。
さ

ら
に
足
を
の
ば
し
て
、
上
野
動
物
園
よ
り
好
き
な
恩
賜
井

去
る
八
月
二
日
、
二
年
ぶ
り
に
東
京
上
野
駅
に
降
り

た
。
も
ち
ろ
ん
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
を
見
た
か
っ
た
か

ら
だ
。
「
堀
さ
ん
。
上
越
新
幹
線
が
東
京
乗
入
工
事
中
だ

っ
た
前
回
と
ち
が
い
、
え
ら
く
人
が
少
な
い
ね
／
」

ポ
プ
ラ
社
編
集
の
堀
さ
ん
と
は
、
児
童
書
〃
ゾ
ウ
さ
ん

の
遺
言
″
〃
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
神
ち
ゃ
ん
の
日
記
″
〃
な
く
な

キ
リ
ン
の
六
と
甲
″
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
先
刻
東

京
駅
に
着
く
な
り
「
は
い
、
こ
れ
約
束
の
原
稿
Ⅷ
枚
、
確

か
に
持
っ
て
き
た
よ
」
と
手
渡
し
た
。
十
一
月
末
に
は
出

版
予
定
の
作
品
名
は
、
ま
だ
伏
せ
て
お
き
た
い
。
も
ち
ろ

ん
、
私
の
飼
育
係
涙
の
体
験
記
で
あ
る
。

ひょうきんでかわいいアライグマ。

生
息
地
砂
漠
地
帯

体
長
調
ｌ
釦
セ
ン
チ

体
重
唖
キ
口

耳
の
長
さ
妬
セ
ン
チ

キ
ッ
ネ
の
よ
う
な
体
を
し
て
お
り
、
耳
が
異
常
に
大
き

く
と
て
も
愛
ら
し
い
動
物
で
す
。
小
鳥
、
卵
、
虫
な
ど
を

食
べ
ま
す
』

以
上
が
平
成
三
年
七
月
二
十
二
日
の
記
者
発
表
の
動
物

園
一
一
ユ
ー
ス
で
あ
る
。

し
飼
い
と
、
繁
殖
数
日
本
一
と
い
う
ア
ラ
イ
グ
マ
の
飼
育

舎
、
そ
れ
に
早
く
か
ら
飼
育
展
示
し
て
い
る
ホ
ン
ド
テ
ン

と
、
フ
ェ
ネ
ッ
ク
の
飼
育
舎
を
見
た
か
っ
た
か
ら
だ
っ

た
。【

珍
獣
フ
ェ
ネ
ッ
ク
新
着
ニ
ュ
ー
ス
】

『
王
子
動
物
園
の
「
太
陽
の
動
物
舎
」
に
、
．
か
ね
て
よ
り

展
示
動
物
充
実
の
た
め
展
示
希
望
し
て
お
り
ま
し
た
フ
ェ

ネ
ッ
ク
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
な
お
一
般
公
開
は
八
月
一
日
（
木
）
か
ら
で
す
。

フ
ェ
ネ
ッ
ク
（
食
肉
目
イ
ヌ
科
）

分
布
ア
ラ
ビ
ア
半
島
論
シ
ナ
イ
半
島
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おとなしく、敏感なフェネック。なつっこくってかわいい､ ／

なこ度かし戸年頃造ウせ
うのばらたに前，一、だ舎ぱ想
エ小か、船入、‐′四つが、い
ネさりこ員港神十た木ゾ出

灘IIi
あ
る
。
船
員
は
「
Ｆ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｏ
Ｘ
」
「
フ
ェ
ネ

ッ
ク
フ
ォ
ッ
ク
」
と
何
度
も
云
っ
て
い
た
。

国
際
港
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
私
た
ち
は
ず
い
分
珍
獣
を

預
っ
た
り
貰
っ
た
り
し
た
。
超
珍
獣
、
ブ
ラ
ジ
ル
原
産
ア

カ
ウ
ア
カ
リ
ザ
ル
や
ラ
イ
オ
ン
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
。
オ
オ
ア

リ
ク
イ
、
キ
ノ
ポ
リ
ヤ
マ
ア
ラ
シ
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
原
産
の
ク
ロ
キ
ノ
ポ
リ
カ
ン
ガ
ー
ル
な
ど
、
こ
ん
に
ち

で
は
と
て
も
導
入
で
き
な
い
も
の
ば
か
り
だ
。

【
樹
林
の
中
の
「
井
の
頭
文
化
園
」
飼
育
法
／
・
】

フ
ェ
ネ
ッ
ク
キ
ツ
ネ
の
大
き
な
耳
と
砂
色
の
毛
色
は
、

北
ア
フ
リ
カ
や
シ
ナ
イ
半
島
、
ア
ラ
ビ
ア
の
砂
漠
の
生
活

に
よ
く
適
応
し
て
い
る
。
大
き
な
耳
は
猛
暑
に
放
熱
効
率

が
よ
く
体
温
調
整
に
役
立
つ
、
さ
ら
に
は
砂
漠
の
生
物

（
ネ
ズ
ミ
、
烏
、
虫
な
ど
）
の
生
活
音
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き

る
。
夜
行
性
で
あ
る
こ
と
は
ホ
ン
ド
キ
ッ
ネ
と
同
様
で
、

か
な
り
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
日
中
は
地
下
生
活
を
し

§
凸

ツ
ク
キ
ッ

ネ
を
貰
っ

た
こ
と
が

i驚繍鱗！

６
１
１
１
１

て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
井
の
頭
文
化
園
で
は
砂
山
の
下
に

二
方
向
の
ト
ン
ネ
ル
を
作
っ
て
お
り
、
小
さ
な
水
の
み
場
、

冬
に
は
室
内
飼
育
す
る
た
め
の
策
が
な
さ
れ
て
い
た
。
何

よ
り
も
野
生
に
近
い
屋
外
砂
場
飼
育
舎
を
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、

三
舎
に
各
オ
ス
、
メ
ス
二
頭
を
入
れ
て
い
た
こ
と
、
も
ち

ろ
ん
繁
殖
を
期
待
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

突
然
頭
の
上
に
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
音
が
し
た
。
さ
っ
、
と

身
軽
な
フ
ェ
ネ
ッ
ク
た
ち
地
下
ト
ン
ネ
ル
に
逃
げ
こ
ん
だ

が
、
す
ぐ
出
て
き
た
二
頭
が
暑
い
直
射
の
陽
だ
ま
り
に
寝

こ
ろ
ん
だ
。
「
ウ
ー
ン
、
や
っ
ぱ
り
太
陽
が
要
る
の
や
／
」

ち
な
み
に
そ
の
日
外
気
温
型
ひ
、
ボ
ク
は
汗
だ
く
だ
っ
た
。

，．シマウマ
鯉: “癖瀞溌熱譲
雑博識季 ､ 詐群

こども動物園相談コーナー

§歯

ホンドテン。白黒写真で残念／

☆野性動物の特徴習性、観
察のしかた、飼育体験な
どをお答えします。

☆相談に来た方に､ ｢ 動物も
のしり百科」をさしあげ
ます。シリーズで集めて
下さい。
●日畷日と祝日のみ
③１０：００～１１：３０，１３：３０
～１５；００
③動物科学資料館内

動物ものしり百科

鶏: 蕊

て
た
。
茶
色
だ
っ
た
ジ
ェ
ス
が
、
翌
年
の
冬
の
こ
と
「
あ

れ
／
ジ
ェ
ス
が
黄
色
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
／
」
何
ご
と
も

経
験
で
あ
る
。
赤
ん
坊
か
ら
育
て
た
こ
と
で
幼
児
期
、
夏

毛
、
冬
毛
の
ち
が
い
を
教
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
次
回
は
、
フ
ェ
ネ
ッ
ク
キ
ッ
ネ
新
着
ニ
ュ
ー
ス
よ

り
一
カ
月
前
の
こ
と
、
関
西
で
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
誕
生
の
ニ

ュ
ー
ス
が
飛
ん
だ
。
姫
路
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
へ
感
激
の

取
材
に
出
か
け
た
。
乞
御
期
待
。

そ
の
横
に
興
味
深
い
ホ
ン
ド

テ
ン
の
飼
育
舎
が
あ
っ
た
。
か

つ
て
、
六
甲
山
で
保
護
さ
れ
た

ホ
ン
ド
テ
ン
の
赤
ん
坊
を
「
ジ

ェ
ス
」
と
名
づ
け
、
注
射
器
で

ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
、
人
工
で
育

鴬
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て
、
長
期
的
な
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の

神
戸
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
検
証
と

新
し
い
創
造
の
一
助
と
な
る
事
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

●
基
調
講
演
ｌ
大
前
研
一
氏

「
関
西
が
真
の
経
済
潜
在
力
を
発
揮

す
る
た
め
に
」

③
分
科
会
（
お
》
、
ｌ
Ⅳ
叫
伽
）

第
一
分
科
会
神
戸
の
顔
は
、
ど
こ

に
あ
る
？

ｌ
世
界
に
注
目
さ
れ
る
個
性
あ
る
街
づ

く
り
を
さ
ぐ
る
ｌ

第
二
分
科
会
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
シ
テ
イ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

第
三
分
科
会
世
界
の
文
化
都
市
神

戸
を
め
ざ
し
て

八
登
録
料
Ｖ
８
０
０
０
円
（
１
分
科
会

と
基
調
講
演
）

●
お
問
い
合
わ
せ
●

社
団
法
人
神
戸
青
年
会
議
所
ザ
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
Ⅵ
事
務
局

☆
又
、
基
調
講
演
と
分
科
会
の
他
に
講
演
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

●
テ
ー
マ
束
中
欧
投
覧
の
現
状
１
束
中
欧
に
お
け

る
日
本
企
業
の
役
割
ｌ

日
時
９
月
”
日
（
金
）
巧
輔
叩
１
町
函
卯

場
所
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル

（
収
容
可
能
人
員
約
加
名
）

講
師
神
戸
大
学
法
学
部
教
授

木
戸
翁
先
生

●
テ
ー
マ
神
戸
Ｊ
Ｃ
発
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
コ
ロ
ジ

ー
へ
の
提
案

日
時
９
月
幻
日
（
金
）
巧
函
”
１
町
四
ｍ

場
所
神
戸
ボ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル

ト
パ
ー
ズ
の
間

諦
師
多
摩
大
学
教
授

望
月
照
彦
先
生

☆
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
４
ｔ
ｈ
１
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ

Ａ
配
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｌ

Ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ⅶ

目
的
洋
上
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
、
日
本

の
社
会
開
発
運
動
や
指
導
力
開
発
運
動
を
、
実
例
を

交
え
な
が
ら
あ
ら
ゆ
る
角
庇
か
ら
検
討
し
、
参
加
の

各
人
か
ら
は
、
そ
の
国
の
地
域
の
現
状
の
発
表
を
行

っ
て
も
ら
い
、
国
境
や
民
族
の
壁
を
越
え
共
通
の
仲

間
と
し
て
共
に
考
え
、
よ
り
良
い
未
来
を
創
り
出
す

糸
口
を
見
い
出
す
事
で
、
一
人
で
も
多
く
の
人
々
に

共
感
を
与
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

開
催
日
程

④
兵
血
喋
三
木
市
グ
リ
ー
ン
ピ
ァ
三
木
９
月
”
日

（
木
）
ｌ
訓
日
（
日
）

③
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
、
月
１
日
（
火
）
１
，
月
３
日

（
木
）講

師
画
三
句
。
言
胃
氏
（
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
）
フ
ロ
リ

ダ
Ｊ
Ｃ
Ｉ
事
務
局
長
主
席
役
員
次
官
を
歴
任

青
木
保
氏
大
阪
大
学
人
間
科
学
部
教
授

安
岡
利
美
氏
神
戸
市
採
用
後
、
秘
書
課
長
、

理
財
局
経
理
課
長
、
経
済
局
次
長
、
理
財
局
長
な
ど

を
歴
任
後
１
９
９
０
年
４
月
よ
り
企
画
調
整
局
長
。

☆
国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
９
月
型
臼
（
火
）
開
演
蝿
》
”
（
開
場

氾
函
”
）

場
所
神
戸
国
際
会
館

★
全
日
本
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

日
時
９
月
訓
日
（
月
）

場
所
六
甲
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

７
１
１
１
１

折
し
も
今
、
１
９
９
４
年
国
際
青
年

会
議
所
世
界
会
議
を
神
戸
で
開
催
す
べ

く
、
そ
の
誘
致
活
動
に
全
力
を
傾
注
し

て
お
り
ま
す
。
又
、
こ
の
誘
致
活
動
を

通
じ
て
神
戸
の
街
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
を
世
界
に
広
め
認
知
し
て
い
た
だ

く
努
力
を
世
界
の
様
々
な
場
所
で
精
力

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ⅶ
」

が
１
９
９
４
年
に
世
界
の
一
一
万
人
の
若

人
が
集
う
世
界
会
議
の
開
催
を
踏
ま
え

蝿憲烈1.函職撫肩烹露会議腎
要雛鱒蒜挺難蝋縛戸市中央区潅島中町6丁冒,霧神戸商ｴ会議所会鍵
を担う、私たちの願いを込めていますｂ電話（0 7 8 ）３０３－００７５ＦＡＸ（0 7 8 ）3 0 3 - 0 1 7 5

＃
聯

ｌ
Ｋ
０
Ｂ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
Ⅱ
Ｅ
Ｒ
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ

Ｌ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

☆
ｍ
Ｈ
Ｅ
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ⅷ

私
ど
も
神
戸

青
年
会
議
所
は

「
明
る
い
豊
か

な
社
会
を
築
き

あ
げ
る
」
と
い

う
青
年
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ど吟て乙いよ
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いいぞおっというまに見えなくなうた
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くしやう

三雲三三二穆一一一

一万メートル先に立って
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積
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あ
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帯
を
み
な
が
ら
、
ど
れ
か
ら
先
に
読
む
べ
き
か
悩
む
と
き
１
．

夜
明
け
の
、
信
じ
ら
れ
な
い
位
大
き
く
、
美
し
い
真
紅
の
太
陽
。

誰
も
が
寝
入
っ
て
る
筈
の
明
け
方
に
、
一
人
で
飲
む
コ
ー
ヒ
ー
。

芦
生
の
山
奥
の
、
ひ
っ
そ
り
し
た
木
の
さ
さ
や
く
声
。

限
り
な
く
透
明
な
川
の
水
の
流
れ
る
音
。
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